
2020年9月4日
国際宇宙ステーション
「きぼう」日本実験棟の利用について

宇宙航空研究開発機構 有人宇宙技術部門
きぼう利用センター 小川志保



宇宙実験棟「きぼう」

ISS最大の船外実験プラットフォーム ISS最大の船内実験室

(c) NASA/JAXA
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1. 微小重力（10-4～10-6 G）
 物が浮く
 地上とは異なる体の変化

（骨、筋肉、前庭系）

2. 高真空（10-5パスカル）
（地上の100億分の1）

3.複合宇宙放射線
（銀河宇宙線、太陽粒子線、バン・アレン帯）

4. 広い視野
（地球観測や天体観測）

5. 閉鎖環境での居住
 心身の変化、環境予防対策（微生物等）
 空気・水再生技術

骨量や筋肉の加速的な
減少（地上の10倍以上）

微小重力など宇宙環境
の影響評価

微小重力環境での物理
現象の観察、均質な構
造の結晶生成

いつでも宇宙からの観
測が可能

“宇宙”でしかできない
ことがある

宇宙実験棟「きぼう」の環境
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「きぼう」でしかできないことがある

「きぼう」でしか測れないものがある

「きぼう」でしか見れないものがある

静電浮遊炉を利用した無容器処理技術
による高精度熱物性等の測定

 ガラス、セラミックス等高融点材料の熱物性
取得（融点2000～3000℃以上の試料

 高純度のまま融液を維持

 哺乳類（マウス）
に対する1G下の
可変重力環境

 船外環境の多様
な利用（小型衛
星放出、簡便な
機器設置・ポート
利用、材料曝露）

遠心機付き生物実験装置(左)と遠心機の直
径を2.3倍に大型化した新型遠心機(右)

新たな共焦点顕微鏡

植物、細胞、線虫、水棲生物等のモデル生
物や物理現象の軌道上での動態観察
 微小重力環境(その場)でのデータ取得
 生命や物理現象の本質的な機能・原理解明。

発光を利用した
小動物遺伝子
機能解析装置

なぜ、「きぼう」？
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領域の重点化 きぼう利用戦略改訂「きぼう」利用開始

 科学実験を中心に、宇
宙環境下における現象
の把握と解明を実施。

 社会貢献につながる有
望な利用分野を識別し、
その利用方法(技術)」
を整備。

「利用の探索・開拓」
 国の科学技術戦略や社
会課題への貢献を重視し、
領域を強化。

 国際競争力と需要に対応
する利用サービスを“プラッ
トフォーム”として提供。

 「きぼう」利用の社会的な
実用価値を実証。

「利用成果の最大化」

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 ・・・

「国立研究開発法人」化 国際宇宙探査への
参加方針を決定

「きぼう」利用の大きな流れ～

「地球低軌道
利用の発展」
と
「国際宇宙探
査に向けた事
前検証」

としての活用



上記には、 「きぼう」を利用するNASAの実験（J-SSOD除く)、 「きぼう」以前に他国のモジュール等で実施した実験は、含まない。
(*)応募者からの実験要求に合わせて個別に実験計画を立てて行う船内環境利用の科学研究テーマ

「きぼう」利用の進捗状況
宇宙実験終了 実験実施中 ﾌﾗｲﾄ実験

準備ﾌｪｰｽﾞ
検討ﾌｪｰｽﾞ
(FS段階)

船
内

科学研究
テーマ(*)

生命科学／宇宙医学 43 3 10 8
物質・物理科学 13 4 6 10

タンパク質結晶生成
(右記は実験サイクル数。1回に複数ユーザの試料を搭載)
(有償利用も含まれる）

27 0 - -

応用利用研究テーマ 2 0 0 0
アジア協力、文化人文社会科学、教育等 26 0 0 0
有償利用（上記以外の有償利用） 17 3 5 -

船
外

船外実験ﾎﾟｰﾄ利用(大型・中型ﾐｯｼｮﾝ) 8 6 0 0

小型衛星放出(有償利用含む） 43 - 19 -

材料曝露・微粒子捕獲(有償利用含む) 11 8 0 -
上記合計 190 23 41 18

有人宇宙技術開発
(宇宙医学研究、技術実証等） 21 2 4 -

合計(技術実証含めた） 211 26 44 18

2020年6月末現在
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きぼう」に関連する学術的成果は、船外のX線天文観測における科学誌Natureへの掲載
をはじめ、 1,800件を超える査読付き論文として発表されている。また、関連する外
部資金獲得件数も伸びている。

「きぼう」の学術的成果
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「きぼう」の学術的成果
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「きぼう」の学術的成果
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利用成果の最大化～きぼう利用戦略のビジョン～
 2030年頃のビジョン：「きぼう」利用を通じて、LEO
における宇宙環境利用が人類の社会・経済活動の一
部として定着している姿を目指す 』
 民間企業自らが「きぼう」の運用・利用を担い、軌道上サービス

を展開し、JAXAはそのサービスを調達することで宇宙環境利
用を継続する手段を獲得し、民間独自の活動と併せて我が国
における宇宙環境利用の活動規模が拡大している姿を目指す。

 ISS退役以降も引き続き宇宙環境利用を継続することを想定
し、その際、「きぼう」運用・利用にて確立された軌道上サービス
が、ISS退役以降の宇宙環境利用に継承され、JAXAと産業
界が共に宇宙環境利用を発展・拡大させている姿を目指す。

 2024年のビジョン：宇宙環境利用の社会定着。利
用サービスのプラットフォーム化や、民間による自立し
たサービス提供を実現
 地上では実証できないことや地上で捉えられない現象を宇宙

実験で解明し、新たな概念や価値を創出できる利用サービス
を確立。

 民間がプロバイダとなって、ユーザへの利用サービス提供や自己
利用を行い、安定的な利用需要を創出している。

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
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• 2018年度より民間（2社）が放出
サービスを国内外に展開中（JAXA単
独実施フェーズを上回る受注）。

• 2020年度より民間（1社）がサービ
スを展開中。ベンチャーが利用を実現。

• MAXIなどの科学利用も進行中（多く
の学術論文を投稿）

• 創薬ニーズに応える利用技術開発に
取り組み中（膜タンパク質、地上の結
晶化技術の取り込み）

• 実験装置の自動化(省力化）、遠隔
操作・解析自動化によりヒトに頼らない
実験環境構築を検討中。

• SDGsへつながる貢献策を実施（国連
との小型衛星放出協力）

• タイ、マレーシア、シンガポール等が利用
（唯一のアジア参加国として貢献）

民間事業へ

• ５回連続のマウス生存帰還を達成。
• 低重力環境飼育が可能。探査に向け
た事前検証の場に活用（日本のみ）。

• コホート研究（東北メディカルメガバン
ク）との連携で地上研究にも貢献。

民間事業へ

• 引き続きチャレンジングな研究獲得に
向け、年1回のテーマ公募を実施。

新規設定 • 民間利用（有償）、科学利用、
NASA利用（OP3)など需要拡大中。

• 水再生システム等の軌道上実証中

「きぼう」利用の取り組み状況
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JAXA指定の
事業者サービスを利用
⑧超小型衛星放出
⑨中型曝露実験アダプタによる
船外利用

宇宙環境や空間ならではの技術開発や
学術研究をしたい（研究開発利用）

無償利用機会を使え
るテーマ募集に応募
(成果共有・公開)
(公募時期の条件）
(科学評価で選考）

有償利用機会を
使っての利用
(成果占有・非公開)
(原則通年申し込み）
(科学評価は無し）

定型サービス利用(定額価格)
⑤静電浮遊炉高精度熱物性測定
⑥高品質タンパク質結晶生成
⑦宇宙曝露環境での簡易実験

非定型サービス利用
⑩ 個々のご要望に合わせたご利用
（内容毎に料金見積もり）

宇宙環境利用
（船内・船外）

船内での利用

①フィジビリティスタディ(FS)テーマ募集
②静電浮遊炉利用研究テーマ募集
③マウスサンプルシェアテーマ募集
④マウス特定解析課題募集
④高品質タンパク質結晶生成実験サン
プル募集

 無償利用（公募）
 役割分担に応じて、それぞれの持ち分を
資金分担。

 成果は共有。論文等による公開が必要。

 有償利用（通年受付）
 実費に係る経費を利用者が負担。
 成果を利用者が占有。企業名の公表が
必要だが、成果の公表は必須ではない。

 民間企業の参入を促すために受託契約
としてサービス提供するような形態に変
更しつつあります。

「きぼう」利用をご検討される場合のフロー
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( )注 必ず、当該募集の募集案内及び共同研究契約書一式をご確認ください。
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「きぼう」利用テーマ募集（科学・研究開発利用）
国際宇宙ステーション（ISS）「きぼう」日本実験棟の船内環境の特徴を最大限に活用して、国
の科学技術イノベーション政策への貢献や自由な発想に基づく独創的かつ先導的で国際的に
高い水準の研究を推進するため、テーマを募集いたします。

有
人
宇
宙
技
術

船外

利
用
環
境

利用分野

生
命
医
科
学

物
質
・
物
理
科
学

超小型衛星放出

船内実験装置
船内空間

有償のみ

タ
ン
パ
ク
結
晶

そ
の
他

(

有
償
利
用
含
む
）

静
電
浮
遊
炉
利
用
材
料
研
究

中型ミッション有償のみ

マ
ウ
ス
サ
ン
プ
ル
シ
ェ
ア

FSテーマ
一般募集区分

マ
ウ
ス
特
定
解
析
課
題

今回の説明対
象の募集

※その他の募集につい
ても、随時相談を受け
付けております。

募集中募集中

募集中

募集中

募集中

「きぼう」利用テーマ募集の全体像

新規

新規

FSテーマ
国の戦略的
研究募集区分

FS：フィジビリティスタディ
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法令・倫理などの点で注意いただきたい事項

 宇宙飛行士を対象とした宇宙実験について

 宇宙飛行士を対象とした宇宙実験を行う場合には、JAXA の「人間を対象と

する研究開発倫理審査委員会」のほか、必要に応じて、米航空宇宙局
（NASA）、欧州宇宙機関（ESA）の倫理委員会、多極間倫理委員会の審査
が必要となります。

 また、被験者へのインフォームドコンセントが必要であり、被験者の同意が
得られた場合にのみ、実験が実施できることになります。

 上記の対応にあたり、研究代表者/分担者に資料を作成していただくととも
に、必要に応じて、委員会での説明を求めることがあります。

 動物実験等について

 動物実験や遺伝子組換え実験を行う場合には、JAXA の「動物実験委員
会」や「遺伝子組換え実験管理委員会」等における審査が必要となります。

 上記の対応にあたり、研究代表者/分担者に資料を作成していただくととも
に、必要に応じて、委員会での説明を求めることがあります。



貴方の研究を宇宙で拡げてみませんか？

宇宙の特殊な環境が、貴方の研究課題・お悩みの解決にお役に立てるかもしれません。

活動内容
- きぼう利用や宇宙実験に
関する最新情報をメルマガで
お届けします。
- 宇宙実験の提案に向けて
JAXAが助言などを行います。 Twitter

宇宙実験の舞台裏や
実験にこめる思いを

ゆるめにつぶやきます。

＠JAXA_Kiboriyo

お問合せ：きぼう利用プロモーション室
z-kibo-promotion@ml.jaxa.jp

登録はこちら→

https://iss.jaxa.jp/kibouser/community/
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